


























（別紙） 設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括・所見 
 

本学科は、工学の基礎知識の上に、理科、数学、情報の専門分野に応じて実験・実習に 
重点を置いた教育を行い、理数科の教育に関して興味や面白さが伝えられる実践力のある

教員を育成することを目的としている。その趣旨が活かされるようにカリキュラムが編成

され、教育支援がなされている。 
 
教育課程編成 
 カリキュラムは「理科コース」、「数学コース」、「情報コース」の３つのコースを柱とし

て編成されている。それぞれのコースで、中学・高校の理科教諭一種免許、中学・高校の

数学教諭一種免許、高校の情報教諭一種免許が取得できる。在学生の多くが数学と情報、

理科と情報など複数コースを受講している。１年次の生物学実験（選択科目）は全員が受

講している。２年次の基礎化学実験や基礎物理学実験など学生が実験・実習に接する機会

は多い。また、３年次では自主的に実験を始めている学生もいる。フレッシュマンセミナ

ー、工学基礎セミナー、エクステンションセミナーI,II などのセミナーは全教員が担当し、

少人数教育を実施している。工学の基礎となる実験や「ものづくり」もこのセミナーで行

っている。 
教員組織 
設置届出書 １０ 教員名簿（教員の氏名等）では記載されていないが、平成 19 年 4 月

から教授（岩切稔）を１名採用した。その間、専任教授５名体制で教育を行ってきたが、

平成 21 年１月に岩切教授が健康を害し、平成 21 年 3 月末に辞職した。平成 21 年度は非常

勤講師でその教授の担当科目を補い、平成 22 年度、理科教員を新規採用予定である。准教

授１名は平成 19 年 3 月、組織の見直しにより担当者の変更を行った。 
教育方法・履修指導 
教員養成の学科として、本学科は学生を学校現場に連れて行く機会を多く設けている。

事前指導を十分行い、授業参観という形で各学校に行き、その後レポートを作成する。平

成 19 年度は小学校に１回、平成 20 年度は中学校に３回、高等学校に１回行った。また、

野外活動も実施している。平成 19 年度は水質調査、土壌生物の調査、平成 20 年度は水生

生物調査、土壌生物の調査を行った。このように本学科は座学だけではなく、学外活動、

野外活動、ものづくりなどを積極的に企画し、実施している。学生の出席状況は VNC シ
ステムによって本学科の全教員が把握している。本学はクラス担任制度を採用しており、

出席のよくない学生に対してはクラス担任が保護者、学生と連絡を取り、きめ細かい指導

をしている。現在までの本学科の退学者数は 0 名である。 
施設・設備の整備 
 平成 19 年 4 月、１号館３階に「生物実験室」と「地学実験室」を新設した。「化学実験

室」も１号館３階に移動し、リニューアルした。「物理実験室」は既存のものを使用してい



る。必要な機器・備品も購入した。セミナー室も３部屋新設し、少人数教育に利用してい

る。平成 21 年 9 月には「教育教材開発室」を新設し、コンピュータ、物理実験機器を導入

する予定である。 
入学者選抜 
 入学者は定員 30 名に対して、平成 19 年度 16 名、平成 20 年度 14 名、平成 21 年度 19
名である。いずれも定員を満たしていないが、平成 21 年度は増加傾向にある。志願者数も 
平成 19 年度 30 名、平成 20 年度 34 名、平成 21 年度 40 名であり、増加傾向にある。しか

しながら、入学者の確保は今後の重要な課題である。 
ファカルティ・ディベロップメント（FD） 
 学科独自の FD として、平成 20 年 10 月、高等学校校長経験者の話を聞く研修会を開催

した。研修会では学校現場における諸問題についての議論、討論がなされた。本学科の全

教員が参加している。 
 
 
 



久留米工業大学ファカルティ・ディベロップメント委員会規程 
 
（趣旨） 
第１条 この規程は、久留米工業大学学則第１０条の２及び久留米工業大学大学院学則第 
    １３条の２に基づき、久留米工業大学ファカルティ・ディベロップメント（以下「Ｆ 
    Ｄ」という）委員会の組織及び運営に必要な事項を定めるものである。 
（目的） 
第２条  ＦＤ委員会は、工学部、大学院専攻科の教育の質的向上に向けた教育支援施策 
    の企画・開発及びＦＤの推進と支援を行うことを目的とする。 
（組織） 
第３条 委員会は、次の各号に掲げる委員をもって組織する。 
（１） 教務委員長 
（２） 各学科より１名 
（３） 各専攻より１名 
（４） 上記（２）（３）の委員は、学長が指名する 
（委員長） 
第４条 委員会に委員長を置き、教務委員長をもって充てる。 
２  委員長は委員会を招集し、その議長となる。 
３  委員長に事故があるときは、あらかじめ委員長が氏名した委員がその職務を代行する。   
（審議事項） 
第５条 委員会は、以下の事項を審議する。 
（１） 研修その他施策の企画・実施に関すること 
（２） 教育の質的向上に向けた諸施策の企画・立案及び関連する情報の収集に関すること 
（３） 学生による授業評価アンケートの企画・実施、アンケート結果の集計・分析・評価 

及びこれらについての各教員の取り組みへの支援に関すること 
（４） 授業公開についての企画・立案・支援に関すること 
（５） 授業に関する学生の苦情、対策及び解決に向けての取り組みに関すること 
（６） その他ＦＤに関連する事項に関すること 
（委員以外の者の出席） 
第６条 委員会は、必要があると認めるときは、委員以外の者に対して出席を求め、 そ 
    の意見又は説明を聞くことができる。 
（任期） 
第７条 委員の任期は２年とする。ただし、任期の途中で委員の交代があった場合の新任 
   者の任期は、前任者の残任期間とする。 
（事務） 
第８条 この委員会の事務は、教務課において行う。 
 
   附 則 
     この規程は、平成２０年４月１日から施行する。 
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